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一部又は全部委託

実施・運営
方法

マンホールから下水道管の中に調査用のテレビカメラを通し、損傷箇所の調査をし、損
傷箇所はできる限り道路を掘りかえすことなく、マンホールから補修する機械や材料を
入れ管の中で補修を行った。
事務従事職員は、管路調査委託の設計・監督及び管路補修工事の設計・監督業務を
行っている。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

管路調査により判明した不良箇所の補修を行なうことにより、地下水の浸入を減らし汚
水処理費用の軽減を図る。また、管路の破損による管路閉塞や道路陥没を防ぎ、市民
の方々が安全に安心して下水道利用、道路利用ができるようにする。
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その他財源

101,950

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

2.00

112,680

0

0

担当係

事業類型

老朽管などの更新を進める

下水道事業特別会計

地域住民組織
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二
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評
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判定理由 一次評価のとおり

A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

下水道管路施設は経年変化により老朽化するものであり、その性質上定期的な維持管
理は必要である。事業廃止となれば、道路陥没事故、不明水増加による汚水処理費の
増加を招きかねない。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

新しい補修工法についての情報収集を進め、採用可能と判断される工法を採用し、より
経済的で効率的な調査補修を行なうとともに不明水率の高い区域を定め、重点的に調
査補修を行なうことにより効果的な補修を行なう。
また、今後耐用年数を迎える下水道施設の更新方法も検討していくものとする。

下水道施設は重要な社会基盤の一つであり、現在も整備拡大している事業である。今
後も施設が増大していく中で道路陥没事故の未然防止や不明水による汚水処理費の抑
制及び老朽管の更新は管理者の責務でありその手法も多岐に渡るため市において継
続的な維持管理が必要である。

管路調査

管路補修

事業目的の
達成状況

下水道管路施設の調査、補修を実施してきたことにより市内の道路陥没事故は皆無な
状況である。しかしながら依然として不明水率が高い状況にあり今後更なる維持管理が
必要である。
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